
ＪＲ東海労ニュース

８月 １ ５ 日 、会 社 は、 亀 山運 輸区 中 山喜 弘 さん に 対し 、

不当にも松阪事業管理所への配転事前通知を発令しました。

中山さんは、７月１７日以降、ワンマン列車に乗務中「左

側のドアスイッチを右手で扱った」ことを理由に、長期「日

勤 教 育」 が 課せ ら れて いま し た。 この 「日 勤教 育」 は、 会

社が一方的に基本動作を変更したことに対し 「安全上問題、

がある」と指摘していた中山さんに対する報復行為です。

私 たち は 、中 山 さん が日 勤 とさ れて 以降 、今 まで 問題 と

さ れ なか っ たド ア 扱い の方 法 （右 ・左 手扱 い） が、 一方 的

に 変 更さ れ たこ と に関 して 、 実態 に合 わず かえ って 不安 全

であることから、中部運輸局に指導要請を行ってきました。

さ ら に、 会 社が 「 基本 動作 の 変更 理由 」を 何ら 説明 しな い

こ と から 、 少な く とも 、急 遽 何の 理由 も言 わず 変更 した こ

との合理性を説明すべきであることも要請してきました。

こ の要 請 に基 づ いて 、中 部 運輸 局は 、会 社に 説明 を求 め

ま し たが 、 会社 は 、基 本動 作 の変 更は 何ら 問題 なく 、変 更

した理由に対して「申し入れがあれば回答する 「社員には」

教 育 中に 説 明し た 」と 回答 し てい ます 。し かし 、会 社の こ

の 回 答は 、 まっ た く「 嘘の 回 答」 です 。関 係社 員は もと よ

り 、 労働 組 合に も 基本 動作 を 変更 した こと につ いて 説明 し

た 事 実は 一 切あ り ませ ん。 労 働組 合か らの 申し 入れ にも 回

答していません。一方的に基本動作を変更したのです。

中山さんは、不当な「日勤教育」中に 「実態に合わない、

基 本 動作 は 危険 で ある 」と 指 摘し 続け まし た。 しか し、 そ

の 危 惧に は 一切 耳 を貸 すこ と なく 何ら 合理 性を 説明 せず 、

「 」「 」命令には黙って従え 従わないものは職場から放逐する

と い う姿 勢 で「 日 勤教 育」 が 続け られ まし た。 言い 換え れ

ば 「会社の 言うことは絶 対」ということであ り 「従わな、 、

い 者 は運 転 士失 格 」と いう 烙 印を 押す ため にの み、 今回 の

「日勤教育」が実施されたと言えるのです。

安 全に 対 する 問 題意 識を 強 く持 って いる から こそ 、例 え

「 会 社が 決 めた こ と」 でも 危 険と 思わ れる 行為 には 黙っ て

い ら れま せ ん。 永 年運 転士 を 経験 した 者の 言う こと を一 切

聞 こ うと し ない 会 社こ そ問 題 なの です 。ま さに 「命 令と 服

従」以外の何ものでもありません。

私 たち は 強く 訴 えま す。 こ のよ うな 労務 管理 は安 全を 阻

害すると！私たちは、安全確立のために断固闘います。

実態に合わない基本動作の強要による

不当配転を許さない！
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ＪＲ東海労働組合

日勤教育は職場放逐のアリバイ作りだった！

職場問題を解決しよう！シリーズ⑰職場問題を解決しよう！シリーズ⑰
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